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●施設利用者の安心・安全を守るために
　施設における災害対策
●天神ロイヤルガーデン自主防災会
　住民で守る　地域の安心・安全
●新規事業　共助社会づくりに向けた市町村社協モデル指定
　モデル社協として９市町　決定！
●福祉・介護人材育成就業促進事業
　募集人員を５００人から６００人にさらに増員　
●福岡県７０歳現役社会づくり研究会
　年齢にかかわりなく、元気で働きたい人が働くことができる社会を目指して
●第３０回ふれあいとチャレンジの翼
　真夏の沖縄でふれあいとチャレンジを体験
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施
設
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に

　
 

施
設
に
お
け
る
災
害
対
策

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
近
年
の
度
重
な
る

集
中
豪
雨
や
台
風
、
地
震
、
火
災
等
の
様
々

な
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
の
防
災
対
策
、
そ
し
て
災
害
時

に
お
け
る
対
応
策
の
推
進
を
各
種
別
協
議

会
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
災
害
発
生
時
に
被

災
地
に
職
員
を
派
遣
し
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
、
災
害
復
興
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
後
、
麻
生
渡

福
岡
県
知
事
の
提
唱
に
よ
る
基
金
を
活
用

し
た
「
防
災
士
」
の
資
格
を
職
員
28
名
が

取
得
し
、
市
町
村
社
協
に
お
け
る
防
災
の

取
り
組
み
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
別
の
施
設
協
議
会
で
は
、
福
岡
県

西
方
沖
地
震
の
際
に
、
避
難
所
（
九
電
体

育
館
等
）
に
施
設
職
員
を
派
遣
し
、
被
災

者
に
対
し
て
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

医
療
機
関
へ
の
通
院
送
迎
や
介
護
職
員
等

に
よ
る
介
護
支
援
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
全
体
の

災
害
支
援
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

前
述
の
よ
う
な
防
災
・
災
害
救
援
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
と
合
わ

せ
て
、
各
種
別
協
議
会
と
連
携
し
、
施
設

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
福
岡
県
社
協
は
、
社
会
福

祉
施
設
委
員
会
内
に
災
害
対
策
専
門
委
員

会
を
設
置
し
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に

お
け
る
具
体
的
な
災
害
対
策
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、

水
害
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
な
い
か
現

状
把
握
の
た
め
に
県
社
協
職
員
が
施
設
訪

問
す
る
と
と
も
に
、
各
種
別
の
委
員
会
で

災
害
対
策
に
対
す
る
施
設
の
現
状
を
聞
き

取
り
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施
設

か
ら
は
、
改
め
て
災
害
対
策
の
重
要
性
を

再
確
認
し
た
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
災
害
対
策
専
門
委
員
会
で
、
各

施
設
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
研
修

会
等
の
開
催
や
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
配
布
な

ど
施
設
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
な

展
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

福
岡
県
社
協
の

災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

種
別
協
議
会
の

災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

福岡県社協の災害復興支援活動状況
２００４年　新潟・福井県梅雨前線豪雨被害
　　　　　　・三条市に派遣
　　　　　　新潟県中越大地震
　　　　　　・長岡市、栃尾市、十日町に派遣
２００５年　福岡県西方沖地震
　　　　　　・災害ボランティアセンター本部設置
２００６年　鹿児島県豪雨災害
　　　　　　・出水市、大口市に派遣
２００７年　新潟中越沖地震
　　　　　　・柏崎市に派遣
２００９年　中国・九州北部豪雨災害
　　　　　　・飯塚市、那珂川町に派遣

社
会
福
祉
施
設
委
員
会

専
門
委
員
会
の
設
置

個別訪問聞き取り調査
（１１施設）

・児童養護施設
　福岡子供の家（早良区）
・乳児院
　みずほ乳児院（城南区）
・母子生活支援施設
　サンフラワー京築（上毛町）
・特別養護老人ホーム
　恵風苑（早良区）
　第二長寿園（福智町）
・軽費老人ホーム
　なかがわ苑（那珂川町）
・身体障害者入所授産施設
　とりはた玄海園生活支援センター（戸畑区）
・身体障害者療護施設
　ちづる園（門司区）
・知的障害者授産施設
　蓮の実団地（八女市）
・知的障害者更生施設
　つばさ学園（嘉麻市）
・救護施設
　仁風園（大野城市）



が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
は
救
出
・
救
護
、
避
難
誘

導
、
安
全
点
検
な
ど
計
４
部
８
班
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
班
の
役
員
が
中
心
と

な
り
、
住
民
台
帳
と
詳
細
な
要
援
護
者
リ

ス
ト
作
成
の
た
め
の
情
報
提
供
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
20
日
間
と
い
う
短
期
間
で

必
要
な
情
報
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
の
設
立
を
提
案
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
阿
比
留
哲
防
災
担
当

特
任
理
事
（
防
災
会
事
務
局
長
兼
務
）
は
、

「
要
援
護
者
の
詳
し
い
情
報
を
申
告
し
た

全
世
帯
台
帳
が
異
例
の
速
さ
で
完
備
さ
れ

た
こ
と
は
全
居
住
者
の
理
解
と
協
力
の
賜

物
で
す
。
住
民
の
中
に
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
も
２
割
程
お
ら
れ
、
中
に
は
心
臓
発

作
時
の
錠
剤
や
高
血
圧
を
抑
え
る
降
圧
剤

を
常
用
し
て
い
る
と
申
告
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
高
齢
で
あ
っ
て
も
、
要
援
護

　

天
神
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
自
主
防
災
会

（
福
岡
市
）
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
全
住
人

１
０
８
世
帯
２
７
０
人
が
加
入
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
で
す
。（
平
成
21
年
３
月
設

立
）

　

平
成
17
年
３
月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震

で
マ
ン
シ
ョ
ン
が
半
壊
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
住
民
が
結
束
し
、
災
害
時
要
援
護
者

名
簿
の
作
成
や
、
互
い
の
無
事
を
知
ら
せ

合
う
「
安
全
札
」
を
用
い
た
避
難
支
援
体

制
の
確
立
な
ど
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　　

天
神
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
福
岡
市
中
央
区
今
泉
に
あ
り
ま
す
。

　

地
下
鉄
七
隈
線
薬
院
大
通
駅
か
ら
徒
歩

２
分
、
都
心
と
は
思
え
な
い
閑
静
な
環
境

に
あ
り
、
周
辺
に
は
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も

林
立
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
マ
ン
シ
ョ
ン
が

半
壊
し
ま
し
た
が
、
住
民
が
結
束
し
、
１

年
と
い
う
稀
に
見
る
短
期
間
で
復
旧
工
事

と
耐
震
補
強
を
行
い
復
興
し
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
住
民
同
士
の
情

報
交
換
が
基
と
な
っ
て
、
震
災
か
ら
４
年

目
の
平
成
21
年
３
月
20
日
に
自
主
防
災
会

者
と
し
て
申
告
し
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
、

自
主
防
災
会
で
は
、
日
頃
か
ら
声
か
け
や

訪
問
、
趣
味
の
活
動
等
を
通
じ
て
要
援
護

候
補
者
と
し
て
状
態
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
要
援
護
者
の
状
態
は
日
々
推
移
し

て
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
で
要
援
護
候
補

者
か
ら
要
援
護
者
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
方

は
９
名
に
上
り
ま
し
た
。」
と
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、
昨
年
11
月
に
初

の
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
、
約
80
戸

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

震
度
６
強
の
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
で

は
、
救
出
が
必
要
な
部
屋
を
す
ぐ
に
判

別
で
き
る
よ
う
に
、
け
が
人
等
の
い
な
い

住
民
は
ド
ア
の
外
に
無
事
を
知
ら
せ
る
札

（
安
全
札
）
を
貼
っ
て
避
難
す
る
よ
う
に
し

3

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。
災
害
に
は
、
常
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
活
か
す
た
め
に
、
地
域
住
民
同
士
で
学
び
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
防
災

対
策
を
地
域
で
行
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

福岡県西方沖地震被害

住
民
で
守
る   

地
域
の
安
心
・
安
全

　

〜
天
神
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
自
主
防
災
会
〜

助
け
合
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

自
主
防
災
会
で
要
援
護
者
名
簿
作
成

住
民
同
士
で

安
心
・
安
全
を
守
る
活
動
を
展
開

天神ロイヤル
ガーデン
（15階建）

周辺は都心とは思えない静かなたたずまい

テレビカメラが並んだ自主防災会設
立総会（平成21年 3月20日）

日頃から趣味の活動で住民同士の絆
づくりが大切（住民による絵画教室）
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【
問
合
せ
先
】　

　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練　

　

地
域
と
連
携
し
て
災
害
対
策

　

福
岡
県
は
５
月
30
日
（
日
）
に
久
留
米

市
の
筑
後
川
左
岸
河
川
敷
を
主
会
場
と
し

て
、
福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま

し
た
。
訓
練
で
は
、
昨
年
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
や
、
５
年
前
の
福
岡
県
西
方
沖
地

震
を
想
定
し
、
筑
後
川
流
域
と
い
う
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
種
目
を
重
点
的
に
実
施

し
ま
し
た
。
消
防
団
、
自
衛
隊
や
警
察
な

ど
、
過
去
最
大
１
８
０
の
防
災
関
係
機
関

か
ら
約
２
，
２
０
０
人
が
参
加
し
、
風
水

害
や
地
震
、
列
車
事
故
や
生
物
・
化
学
テ

ロ
な
ど
の
特
殊
災
害
を
想
定
し
た
36
種
目

の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
防
災
訓
練
に
職

員
を
派
遣
し
、
地
元
の
社
協
や
防
災
士
会

と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
設
置
運

営
訓
練
や
避
難
所
協
働
運
営
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
被
災
現
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
迅
速
に
送
り
出
す
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
の
設
置
運
営
や
、
避

難
所
開
設
の
図
上
訓
練
を
行
い
、
避
難
者

の
受
入
れ
や
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
演

習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
こ
の
安
全
札
は
防
災
会
で
作
成

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
避
難
訓
練
と
並
行
し
て
、
周
辺
環
境

の
安
全
点
検
や
、
救
出
・
救
護
訓
練
な
ど

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
防
災
会
で
は
、
総
合
訓
練
と

は
別
に
、
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
10
月
か
ら
は
、
毎
月
２
回
ず

つ
の
応
急
手
当
教
室
を
開
講
し
、
35
名
の

救
急
・
救
命
の
要
員
を
育
成
し
、
昨
年
暮

れ
に
は
、
福
岡
市
消
防
局
か
ら
「
救
命
施

設
」
と
し
て
認
定
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
と
「
実
行
性
の
あ
る
防

災
体
制
の
確
立
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
21
年
度
の
福
岡
県
防
災
賞
（
団
体
部
門
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
防
災
事
業

の
具
体
的
実
践
、
普
及
活
動
に
貢
献
し
た

団
体
、事
業
所
、個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

団
体
部
門
で
県
内
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、
こ
の
受
賞
を
通
過

点
と
考
え
、
日
々
住
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
防
水
訓
練
で

は
、
梅
雨
時
期
に
お
け
る
豪
雨
に
備
え
る

た
め
、地
下
の
防
水
扉
に
ビ
ニ
ー
ル
を
貼
っ

た
り
、
土
の
う
積
み
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

阿
比
留
特
任
理
事
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
高
層
共
同
住
宅
で
は
、
こ
の
よ
う

な
助
け
合
い
の
人
間
関
係
構
築
が
不
可
欠
。

こ
の
活
動
を
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
普
及

さ
せ
た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
防
災
賞
受
賞
！ 

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
部　

広
報
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

　

住
民
参
加
型
訓
練
の
拡
充  

炊き出し訓練（平成21年 6月） 安全札

救命マークの授与式 応急手当教室

福岡県防災賞受賞（平成22年 3月）

防水訓練（平成22年 6月）

ボランティア本部設置運営訓練

避難所開設図上訓練



【
問
合
せ
先
】　

　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７
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福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
先
号

で
紹
介
し
た
市
町
村
社
協
モ
デ
ル
指
定
事

業
の
助
成
先
を
９
社
協
に
決
定
し
５
月
28

日
（
金
）
に
第
１
回
指
定
社
協
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、
指
定
社
協
ご
と
に
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
今
後
の
事
業
内
容
の
説
明
と

各
社
協
の
当
面
の
活
動
目
標
を
紹
介
し
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

糸
島
市
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
事
業
の

推
進
に
関
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二

丈
地
区
・
志
摩
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
や
食
生
活
改
善
推
進
会
に
事
業

の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
木

町
で
は
、
２
地
区
で
既
に
サ
ロ
ン
活
動
の

世
話
人
の
方
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
７
月

の
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
に
向
け
て
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
９
月
に
第
２
回
指
定
社
協

連
絡
会
を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗
状
況
の

確
認
・
情
報
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
随
時
本
誌
で

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

新
規
事
業

共
助
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
市
町
村
社
協
モ
デ
ル
指
定

　
モ
デ
ル
社
協
と
し
て
９
市
町  

決
定
！

テ
ー
マ
１

　

合
併
し
た
社
協
に
お
け
る
小
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
事
業
（
糸
島
市
）

　

糸
島
市 

今
年
２
月
に
合
併
し
た
同
市

は
民
生
委
員
や
食
生
活
改
善
推
進
会
等

の
協
力
を
得
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
集
い
及
び
ひ
と
り
暮
ら
し
へ
の
手

作
り
弁
当
の

配
付
を
行

い
、
各
小
学

校
区
単
位
で

の
推
進
組
織

の
体
制
整
備

を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

テ
ー
マ
2

　

サ
ロ
ン
活
動
を
基
盤
と
し
た
小
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
事
業

（
行
橋
市
・
朝
倉
市
・
鞍
手
町
・
大
木
町
）

　

行
橋
市 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ロ
ン
未
設
置
地
区

へ
出
前
講
座
を
行
う
な
ど
地
域
住
民
同

士
の
支
え
合
い
の
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

　

朝
倉
市 
サ
ロ
ン
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
し
、
サ
ロ
ン
の
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
、
市
内
全
域
に
サ
ロ
ン
活
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

鞍
手
町
・
大
木
町 
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
し
な
が
ら
、
町
や
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

連
携
し
、
ま
ず
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
拡

充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
活
動
の
取
り
組

み
か
ら
見
守
り
訪
問
活
動
等
、
共
に
助

け
合
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

テ
ー
マ
4

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

見
守
り
訪
問
活
動
の
推
進
事
業

（
大
牟
田
市
・
田
川
市
）

　

大
牟
田
市 

２
地
区
を
指
定
し
、
隣
近

所
15
世
帯
程
度
を
見
守
る
ふ
れ
あ
い
活

動
推
進
員
を
養
成
し
見
守
り
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

田
川
市 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
見
守
り

が
必
要
と
さ
れ
る

方
を
訪
問
調
査
し

た
上
で
、
個
別
台

帳
を
整
理
し
、
民

生
委
員
を
中
心
と

し
た
見
守
り
訪
問

活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

テ
ー
マ
3

　

高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
（
限
界
集
落

等
）
に
お
け
る
小
地
域
福
祉
活
動
の
推

進
事
業
（
久
留
米
市
）

　

久
留
米
市 

市
内
の
中
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
青
峰
校
区
で
、
高
齢
者
等

へ
買
い
物
支
援
や
ゴ
ミ
出
し
支
援
な
ど

が
で
き
る
生

活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
、
安

心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま

す
。

テ
ー
マ
5

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活
課
題
解

決
の
た
め
の
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
事

業
（
那
珂
川
町
）

　

那
珂
川
町 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
や
団
塊
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座

を
通
し
て
、
若
い
世
代
な
ど
新
た
な
人

材
養
成
に
力
を
注
ぎ
、
心
身
の
状
況
や

生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
で
つ
な
が
り
を
持

ち
た
く
て
も
持
て
な
い
人
が
孤
立
し
な

い
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

一人暮らし高齢者の集い（糸島市）

いきいきサロン推進協議会
（行橋市）

アミの会サロン（朝倉市）

青峰校区高齢者の集い（久留米市）見守り訪問活動（田川市）
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福
岡
県
社
協
が
、
福
岡
県
か
ら
事
業
委

託
を
受
け
、
各
種
別
施
設
協
議
会
と
協
力

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
福
祉
・
介
護
人

材
育
成
就
業
促
進
事
業
は
、
介
護
関
係
の

資
格
を
持
た
な
い
求
職
者
の
方
を
、
介
護

施
設
へ
「
介
護
補
助
員
」
と
し
て
６
か
月

間
派
遣
し
な
が
ら
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
２
級
課
程
」
を
受
講
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
就
労
に
結
び
つ
け
る
事
業
で
す
。

　

本
事
業
は
、
県
が
派
遣
期
間
中
の
「
介

護
補
助
員
」
の
給
与
等
を
全
額
負
担
す

る
な
ど
、
求
職
者
は
も
ち
ろ
ん
、
受
け

入
れ
施
設
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
の
必
要
性
が
高

く
評
価
さ
れ
、
昨
年
、
全
国
知
事
会
が
主

催
す
る
「
先
進
政
策
創
造
会
議
」
で
１
，

９
０
０
件
の
中
か
ら
「
保
健
福
祉
・
少
子

高
齢
化
分
野
」
と
「
商
工
・
労
働
分
野
」

の
優
秀
政
策
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
岡
県
で
は
介
護
補
助
員
の
雇
用
を

当
初
の
４
０
０
名
か
ら
５
０
０
名
に
増

員
し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、

５
８
１
人
が
派
遣
決
定
し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
人
材
育
成
就
業
促
進
事
業

募
集
人
員
を
５
０
０
人
か
ら
６
０
０
人
に
さ
ら
に
増
員

ホームヘルパー養成研修２級課程
（平成 22年 6月 16 日）

　

こ
の
う
ち
、
正
規
雇
用
成
立
者
数
は

１
７
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
対
策
と

介
護
分
野
の
人
材
確
保
に
高
い
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
福
岡
県
で
は
、
５
０
０
名

の
募
集
人
員
を
６
０
０
名
に
さ
ら
に
増
員

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
福
岡
県
社
協
で
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程
を

追
加
実
施
し
、
県
と
施
設
と
協
力
し
な
が

ら
、
雇
用
の
確
保
と
介
護
分
野
の
人
材
確

保
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
関
係
の

　

資
格
を
持
た
な
い
求
職
者
を
応
援

６
０
０
名
に
さ
ら
に
増
員
し
て
実
施

福祉・介護人材育成就業促進事業
派遣決定状況

平成22年7月9日現在
  

申込者数　　　　　　618人
（県社協申込数）

派遣決定者数　　　　581人
（派遣受入目標達成率96.83％）

うち、正規雇用成立者数
　　　　　　　　　　177人

【
本
事
業
に
関
す
る
問
合
せ
先
】

　

福
岡
県　

福
祉
労
働
部　

福
祉
総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
６
４
３
）
３
２
４
３

【
派
遣
受
入
申
込
先
】

　

福
岡
県
社
協 

福
祉
施
設
部 

施
設
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

【
求
職
（
派
遣
登
録
）
申
込
先
】

　

マ
ン
パ
ワ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
（
６
４
０
）
６
２
１

【
研
修
に
関
す
る
問
合
せ
先
】

　

福
岡
県
社
協 

研
修
部 

研
修
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
４
０
１
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身
体
障
害
者
入
所
授
産
施
設　

小
富
士
園

ま
ご
こ
ろ
込
め
て
手
づ
く
り
で

小
富
士
園
の
陶
芸
品

　

身
体
障
害
者
入
所
授
産
施
設
小
富
士
園

は
、
古
く
か
ら
の
窯
元
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
点
在
す
る
芸
術
と
自
然
あ
ふ
れ
る

糸
島
市
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
入
所
者
60
人
、
通
所
者
19
人
、

20
代
か
ら
70
代
の
男
女
が
生
活
し
な
が
ら
、

手
作
り
の
陶
器
、
博
多
人
形
、
部
品
加
工

等
の
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
学
校
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象

に
陶
芸
教
室
や
絵
付
け
教
室
も
行
っ
て
お

り
、
地
域
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

博
多
人
形
や
陶
芸
品
は
、
童
物
や
干
支

な
ど
を
粘
土
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
手
づ
く
り

で
製
作
し
て
い
ま
す
。

●小富士園の独自の製品と価格●

※ご注文はお電話またはメールにて
　小富士園　TEL 092（327）0771
　　　　　　E-mail　mail@kofuji.or.jp

福
岡
県
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
研
究
会

年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
元
気
で
働
き
た
い
人
が  

働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　

福
岡
県
で
は
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、

元
気
で
働
き
た
い
人
が
働
く
こ
と
が
で
き

る
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル
地
域

「
70
歳
現
役
特
区
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
福

岡
県
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
研
究
会
」
を
設

置
し
、
６
月
30
日
に
第
１
回
目
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
各
分
野
の
専
門
家
や

関
係
団
体
の
代
表
者
の
方
19
人
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
福
岡
県
社
協
平
山
良
明

会
長
も
委
員
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
雇
用
問
題
の
第
一
人

者
で
あ
る
慶
応
義
塾
大
学
の
清
家
篤
塾
長

が
研
究
会
の
顧
問
と
し
て
就
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、
委
員
長
に
法

政
大
学
大
学
院
の
藤
村
博
之
教
授
を
選
出

し
、
研
究
会
の
審
議
テ
ー
マ
と
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
研
究
会
で
は
、
10
月
を
め
ど
に

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
に
結
果
を
報
告
し
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
国
に
提
言
し
て
い
き
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】　

福
岡
県　

福
祉
労
働
部　

　

労
働
局　

新
雇
用
開
発
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
６
４
３
）
３
５
９
３

○研究会の審議テーマ
年齢にかかわりなく、元気で働き
たい人が働くことができる「７０
歳現役社会」の実現に向けた仕組
づくりとそのための施策について
・高齢化による基本的な社会構造の
変化等（意識改革の推進）
・雇用制度のあり方（企業における
継続雇用の促進）
・生涯職業能力の開発と多様な就労
への支援（再就職支援）
・高齢者自らの就業機会の創出（起
業支援等）
・施策の推進体制　等

花器の底に撥水剤を塗る作業。一つひとつ丁寧に塗っていきます。

手びねりで花器を作っているところ。左手前は完成品。

製　品 価　格

博多人形（童物）５５０円～
博多人形（干支）５００円～

陶芸教室 ２０名以上
８００円～

絵付教室 ２０名以上
５３０円～

会議で発言される麻生渡福岡県知事（上）
第１回福岡県70歳現役社会づくり研究会（下）
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第
30
回
福
岡
県
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
翼

真
夏
の
沖
縄
で
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
体
験

　

今
年
度
は
、
６
月
23
日
（
水
）
か
ら
25

日
（
金
）
に
か
け
て
、
県
内
13
市
町
の
16

作
業
所
等
か
ら
、
障
害
児
者
41
名
、
そ
の

家
族
・
作
業
所
等
関
係
者
26
名
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
3
名
、
県
職
員
1
名
、
福
岡
県
社

協
役
職
員
21
名
の
、
総
勢
92
名
が
真
夏
の

沖
縄
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

福
岡
空
港
で
の
「
結
団
式
」
に
は
、
団

員
全
員
が
、
西
日
本
新
聞
民
生
事
業
団
か

ら
贈
ら
れ
た
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
臨
み
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、「
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
翼
」
の
団
長
で
あ
る
隈
本
英
臣

福
岡
県
社
協
常
務
理
事
が
、「
大
変
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
30
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
１
日
目
の
交
流
会
で
は
、
ス

タ
ー
カ
ッ
プ
九
州
大
会
の
上
杉
会
長
も
参

加
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
30
回
の
記
念
を

祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を

行
う
と
、本
事
業
の
支
援
者
で
あ
る
ス
タ
ー

カ
ッ
プ
九
州
大
会
上
杉
昌
也
会
長
か
ら「
今

は
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
障
害
者
の
皆
さ

ん
に
は
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
、
一
生
懸

命
生
き
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
老
井
悦
子
福
岡
県
副
知
事
が
、

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
か
ら
の
温
か
い
励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
、
参
加
者
を

代
表
し
、
小
山
翔
子
さ
ん
（
障
が
い
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
青
空
）
が
「
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
仲
良
く
し
、心
に
残
る
旅
に
し
ま
す
。」

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
、
山
元
久
生

さ
ん
（
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
太
陽
）

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
花
束
を

上
杉
会
長
へ
贈
呈
し
、
一
行
は
沖
縄
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
沖
縄
県
社
協

の
方
や
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
沖
縄
学
園
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
、
あ
た
た
か
な
笑
顔

で
迎
え
て
い
た
だ
き
、嶋
田
泰
子
さ
ん
（
パ

ル
ハ
ウ
ス
ぼ
ち
ぼ
ち
）
か
ら
、
沖
縄
県
社

協
の
比
嘉
成
和
常
務
理
事
に
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
翼
」
の
一

行
は
、
バ
ス
で
南
城
市
の
お
き
な
わ
ワ
ー

ル
ド
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

お
き
な
わ
ワ
ー

ル
ド
で
は
、
沖
縄

の
昔
な
が
ら
の
町

並
み
の
中
、
Ｓ
Ｏ

Ｌ
Ａ
沖
縄
学
園
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
一
緒
に
沖

縄
の
伝
統
的
な
染
技
法
「
紅
型
」
を
体
験

し
た
り
、
琉
球

王
朝
時
代
の
衣

装
を
着
て
写
真

撮
影
を
す
る
な

ど
、
沖
縄
の
文

化
・
歴
史
・
生

活
の
知
恵
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
（
夕
食
）
で
は
、
ス
タ
ー
カ
ッ

プ
九
州
大
会
上
杉
会
長
に
参
加
い
た
だ
き
、

沖
縄
県
内
の
障
害
児
者
「
き
ら
星
エ
イ

サ
ー
隊
」
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
披
露
と
交

スターカップ九州大会
上杉昌也会長

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
日
頃
旅
行
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
在
宅
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
に
「
空
の
旅
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

「
福
岡
県
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
翼
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
１
年
の
「
国
際
障
害
者
年
」
に
始
ま
っ
た
本
事
業
は
、
今
年
度

で
30
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
ス
タ
ー
カ
ッ
プ
九
州
大
会
会
長
の
上
杉
昌
也
氏
か
ら
の
多
額
の
ご
寄
付
を
は
じ
め
、
西
日
本
新
聞

民
生
事
業
団
、
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
、
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
等
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目

　

結
団
式　
　
　

福
岡
空
港

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　

那
覇
空
港

お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

南 

城 

市

交
流
会
（
夕
食
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

南 

城 

市
「紅型」体験

琉球衣装を着て記念写真
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【
問
合
せ
先
】

　

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
１
４
０
１

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
沖
縄
の
障
害
児
者
30
名
が
、
勇
壮
な
太

鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能

「
エ
イ
サ
ー
」
を
踊
る
と
、
参
加
者
も
楽
し

ん
で
一
緒
に
踊
り
、
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
琉
球
王
朝
の
シ
ン
ボ
ル
で

世
界
遺
産
で
も
あ
る
首
里
城
を
見
学
し
ま

し
た
。
守
礼
の
門
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、

首
里
城
正
殿
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

首
里
城
正
殿
は
歴
史
を
感
じ
る
朱
色
の

建
物
で
、
空
の
青
と
正
殿
の
朱
色
が
印
象

的
で
し
た
。

　

２
日
目
の
宿
泊
先
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・

リ
ゾ
ー
ト・オ
キ
ナ
ワ
」
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、

西
日
本
新
聞
民
生
事
業
団
か
ら
贈
ら
れ
た

お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
て
、
み
ん

な
楽
し
み
に
し
て
い
た
ド
ル
フ
ィ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
海
水

浴
に
出
発
し

ま
し
た
。

　

ド
ル
フ
ィ

ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
イ

ル
カ
と
握
手

を
し
た
り
、

２
日
目

首
里
城
・
守
礼
の
門　

那
覇
市

ド
ル
フ
ィ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

海
水
浴　
　
　

国
頭
郡
恩
納
村

イ
ル
カ
の
躍
動
感
あ
る
動
き
に
感
動
し
た

り
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
太
陽
の
下
、
透

き
通
っ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
海
水

浴
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
充
実
感
で

心
と
体
に
元
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

美
ら
海
水
族
館
で
は
、
か
わ
い
い
熱
帯

魚
か
ら
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
マ
ン
タ
の
群
れ

ま
で
大
小
様
々
な
魚
を
鑑
賞
し
、
沖
縄
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
の
世
界
を
満
喫
し
ま

し
た
。

３
日
目

美ち
ゅ

ら
海
水
族
館　
国
頭
郡
本
部
町

　

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
倉
本
雅
一

さ
ん
（
な
お
み
の
会
）
が
、
参
加
者
を
代

表
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。　

　

３
日
間
一
緒
に
過
ご
し
、
語
り
合
っ
た

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
沖
縄
学
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
と

写
真
を
撮
っ

た
り
、
抱
き

合
っ
た
り
し

て
、
み
ん
な

で
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　

那
覇
空
港



10

�������� �
����������������

����� ���

���� ��� ���� ���

����� ���
���� ���

���� ����

����� ���

����� ���

���� ��

�����
���

���� ��� �����
����

����
���

�����
���

����
���

���� ���

���� ���

���� ���

���������
��������������
�������
������������
���������
�����������
��������������

���������������
� ����������������

ハートがつなぐ地域の輪
 　　　　　　　　･･･赤い羽根共同募金
平成２２年度赤い羽根キャッチフレーズ最優秀作
楠橋　かおり　 さん　（16）
　福岡県立八幡中央高等学校　１年　（北九州市）

平成２２年度赤い羽根バッジデザイン最優秀作
中野　由加里　さん（14）
　宮若市立宮田光陵中学校　３年（宮若市）

平成２２年度赤い羽根キャッチフレーズ・バッジデザイン最優秀作決定

　福岡県共同募金会では、１０月１日から始まる赤い羽根共同募金運動のシンボルとなる「バッジデザイン」・
「キャッチフレーズ」を募集しました。
　応募いただいたバッジデザイン３，５７６点、キャッチフレーズ２，４３５点の作品を共同募金推進委員会で厳
正に審査し、最優秀作が決定しました。
　本年度の赤い羽根共同募金運動では、このバッジデザイン・キャッチフレーズを活用し、皆さんのあたたかな「た
すけあいの心」を広げていきます。

エスアイエナジー株式会社様から、
福岡県共同募金会へのご寄付

　６月３日、エスアイエナジー株式会社様から、福岡県共同募金会に２０万
円のご寄付をいただきました。
　いただいた浄財は配分委員会を通じて、地域の身近な福祉活動に役立てさ
せていただきます。エスアイエナジー株式会社様ありがとうございました。
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【問合せ先】福岡県共同募金会
　ＴＥＬ０９２（５８４）３３８８

エスアイエナジー㈱西森取締役社長（左）
福岡県共同募金会隈本常務理事（右）

１４
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一人ひとりの希望にあった介護サービスの選択を目指して
平成 22 年度　介護サービス情報公表制度
　介護サービスや事業所・施設を選ぶ際は、介護サービス情報の公表制度を利用して、事業所・施設等の
情報を参考に、ご希望にあった介護サービスをお選びください。

平成２２年度　調査票様式グループ及び調査対象サービス一覧

【問合せ先】　介護サービス情報公表センター　情報公表課
http://www.fsw.or.jp/kohyo/top.html　TEL　092-584-3600　FAX　092-584-3605 

介護サービス情報公表制度
　平成 18 年度からはじまった「介護サービス情報公表」制度は、事業者が提供する介護サービスの内
容や運営状況などの情報をインターネット等で広く公表することで、利用される皆様が自分にあったよ
り良い事業者を選択できるよう支援する仕組みです。

サービス名 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 対象事
業所数

居宅介護支援 800 347 1147

訪問入浴介護＋介護予防訪問入浴介護 55 55

訪問看護＋介護予防訪問看護＋（療養通所介護） 224 224

通所介護＋認知症対応型通所介護＋介護予防通所介護＋介護予防認
知症対応型通所介護＋（療養通所介護）

841 360 1201

特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）＋地域密着型特定施設
入居者生活介護（有料老人ホーム）＋介護予防特定施設入居者生活
介護（有料老人ホーム）＋特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム・
外部サービス利用型）＋介護予防特定施設入居者生活介護（有料老
人ホーム・外部サービス利用型）

183 183

特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋地域密着型特定施設
入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋介護予防特定施設入居者生活
介護（軽費老人ホーム）＋特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム・
外部サービス利用型）＋介護予防特定施設入居者生活介護（軽費老
人ホーム・外部サービス利用型）

23 23

介護老人福祉施設＋短期入所生活介護＋介護予防短期入所生活介護
＋地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

249 249

訪問介護＋介護予防訪問介護＋夜間対応型訪問介護 850 322 1172

介護療養型医療施設＋短期入所療養介護（介護療養型医療施設）＋
介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設）

99 99

訪問リハビリテーション＋介護予防訪問リハビリテーション 140 140

福祉用具貸与＋特定福祉用具販売＋介護予防福祉用具貸与＋特定介
護予防福祉用具販売

200 200

介護老人保健施設＋短期入所療養介護（介護老人保健施設）＋介護
予防短期入所療養介護（介護老人保健施設）

161 161

通所リハビリテーション＋介護予防通所リハビリテーション＋（療
養通所介護） 

394 394

特定施設入居者生活介護（適合高齢者専用賃貸住宅）＋特定施設入
居者生活介護（適合高齢者専用賃貸住宅・外部サービス利用型）＋
地域密着型特定施設入居者生活介護（適合高齢者専用賃貸住宅）＋
介護予防特定施設入居者生活介護（適合高齢者専用賃貸住宅）＋介
護予防特定施設入居者生活介護（適合高齢者専用賃貸住宅・外部サー
ビス利用型） 

0

小規模多機能型居宅介護＋介護予防小規模多機能型居宅介護 126 126

認知症対応型共同生活介護＋介護予防認知症対応型共同生活介護 480 47 527

合計 800 865 841 840 828 850 877 5901
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福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事している方々を対象とした幅広い階層別研修や社　　会福祉施設の種別、職種ごとの専門研修、資格取得のための研修など様々な研修会を実施しています。 
福祉サービスの向上を目指して、　様々な研修を実施しています。

【児童福祉施設関係研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者

家庭相談員研修 ６月 17日
家庭児童相談員の職務遂行に必要な専門的知
識を学ぶ。

家庭児童相談員、児童相談所職員及び児童福
祉施設職員

児童福祉施設・児童館職員等
研修

９月中旬
各専門職の職務遂行に必要な専門的知識等を
学ぶ。

児童館・児童センター及び児童養護施設・母
子生活支援施設・乳児院・児童相談所の職員

【障害者福祉施設関係研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者

相談支援従事者初任者研修
（５日間）

９月７日～11月19日
相談支援専門員としての必要な基礎的知識を
学ぶ。

相談支援専門員及びサービス管理責任者とな
る者、相談支援事業に従事しようとする者、
市町村及び県保健福祉環境事務所職員等

障害者施設職員研修 ９月
障害者施設職員の職務遂行に必要な専門的知
識を学ぶ。

障害者福祉施設職員

処遇記録研修（障害者分野） 10月中旬

施設職員が施設利用者の処遇記録等をする際
の専門的知識・技術（記録の目的、ポイント、
視点の捉え方、文章の書き方、介護記録の書
き方等）を学ぶ。

身体障害者福祉施設・知的障害者福祉施設

【資格取得試験のための準備対策講座】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者
介護支援専門員実務研修受講試
験準備講習会（６日間、模擬試験）

７月 4日～９月 4日 家庭児童相談員の職務遂行に必要な専門的知識を学ぶ。

【介護支援専門員専門研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者

介護支援専門員専門・更新研修
（専門Ⅰ・更新前期　５日間）

７月 4日～８月 4日
介護支援専門員として、必要な知識及び技術
の向上を図り、専門職としての能力の保持、
向上を図る。（更新制：５年間）

介護支援専門員証の有効期限が平成23年 3月
31日及び 平成 24年 3月 31日までの介護支
援専門員として従事したことがある方、又は
従事している方

介護支援専門員更新研修
（実務未経験者向け更新・
再研修　７日間）

８月27日～10月23日
介護支援専門員として、必要な専門的知識及
び技術を学ぶ。

介護支援専門員として従事したことがない方、
介護支援専門員証の有効期限が切れた方

介護支援専門員実務研修
（７日間）

１月下旬～３月中旬
介護支援専門員として、実務に就くため必要
な知識や技術を学ぶ

介護支援専門員実務研修受講試験合格者

【民生委員児童委員研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者
民生委員児童委員研修 １月中旬～２月下旬 民生委員児童委員に必要な知識や技術を学ぶ。

＜課題研修＞ ＜相談支援従事者初任者研修＞ ＜介護支援専門員実務者研修＞ ＜処遇記録研修＞

問合せ先
福岡県社会福祉協議会　研修部　研修課
TEL092-584-3401　FAX092-584-3402
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福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事している方々を対象とした幅広い階層別研修や社　　会福祉施設の種別、職種ごとの専門研修、資格取得のための研修など様々な研修会を実施しています。 
福祉サービスの向上を目指して、　様々な研修を実施しています。

【種別共通研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者

新任職員研修
５月 7日～５月 21日
2日間× 4コース

社会人として仕事を円滑に進めていくために
求められる基本的知識と技術を学ぶ。

社会福祉施設の新任職員
（経験年数の目安：２年未満）

課題研修
５月26日～６月11日
3日間× 3コース

職員を指導するにあたり必要な知識（部下指
導の必要性、職場の現状分析、ＯＪＴの定義・
展開の手順、ＯＪＴ計画表の作成方法）など
を学ぶ。

おおむね５年以上の勤務経験を有する社会福
祉施設職員で、指導する立場にある者（施設
長を除く）

管理系研修 8月 23日・24日
社会福祉事業及び社会福祉法人経営に必要な
専門的知識等を学ぶ

社会福祉法人の理事長及び法人運営に携わる
役員、社会福祉施設の施設長及び施設長に準
じる職員

基礎研修 ９月上旬

中堅職員に必要な知識や技術、利用者と援助
者との関係形成に必要なコミュニケーション
の基本的考え方や実践のための技術について
学ぶ。

おおむね２年以上５年未満の勤務経験を有す
る社会福祉施設の職員

事務職員研修 １０月下旬
「社会福祉法人会計基準」の具体的事務処理
など職務遂行に必要な専門的知識を学ぶ。

社会福祉施設において資産管理、会計管理等
の事務処理に従事する職員

【高齢者施設関係研修】
研修名 開催時期（予定含） 目的と内容 対象者

認知症介護実践者研修
（６日間）

前期：５月 31日～
　　　６月 24日
後期：１月　　  　

認知症高齢者の処遇、介護に関する知識の習
得及び技術の向上を図り、もって認知症高齢
者に対する介護サービスの充実のために必要
な知識や技術を学ぶ。

介護保険施設、事業所等に従事する介護職員、
計画作成担当者に就任予定の者

訪問介護適正実施研修
６月 8日～ 29日
2日間× 5コース

サービス提供責任者として、職務遂行に必要
な専門的知識及び技術を学ぶ。

指定訪問介護事業所におけるサービス提供責
任者

処遇記録研修（高齢者分野） ６月 30日・7月 5日

施設職員が、施設利用者の処遇記録等をする
際の専門的知識・技術（記録の目的、ポイント、
視点の捉え方、文章の書き方、介護記録の書
き方等）を学ぶ。

介護老人福祉施設・介護老人保健施設・認知
症対応型共同生活介護事業所

身体拘束廃止推進員養成研修
（３日間）

７月 8日・30日
10月 5日

身体拘束廃止に関する必要な専門的知識と技
術を学ぶ

介護保険施設及び介護付有料老人ホームの介
護主任等、身体拘束廃止の取組を施設内で指
導的立場から推進することができる職員

認知症対応型サービス
事業管理者研修（２日間）

前期：７月22日・23日
後期：2月　   　　　

認知症高齢者の処遇、介護に関する知識の習
得及び技術の向上を図り、もって認知症高齢
者に対する介護サービスの充実のために必要
な知識や技術を学ぶ。

グループホーム、小規模多機能型居宅介護事
業所、認知症対応型通所介護事業所の管理者
に就任予定の者

小規模多機能型サービス等計画
作成担当者研修（２日間）

前期：７月13日・16日
後期：２月　　 

小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担
当者に就任予定の者

認知症対応型サービス
事業開設者研修（２日間）

前期：７月27日・28日
後期：２月　

認知症介護に係る基本的な知識及び認知症対
応型サービス事業の運営に必要な知識を学
ぶ。

グループホーム又は小規模多機能型居宅介護
事業所の法人代表者

認知症介護実践リーダー
研修（１０日間）

9月上旬～ 11月下旬

実践者研修で得られた知識・技術をさらに深
め、施設・事業所において、ケアチームを効
果的・効率的に機能させる能力を有した指導
者を養成する。

介護保険施設において概ね５年以上の経験を
有し、認知症介護実践者研修を修了し、１年
以上経過している者

社会福祉施設役職員研修
（生活相談員コース）

８月 19日・20日

各専門職の職務遂行に必要な専門的知識等を
学ぶ。

県内社会福祉法人が運営する老人福祉施設の生
活相談員

社会福祉施設役職員研修
（介護職員コース）

10月 県内老人福祉施設の介護職員

社会福祉施設役職員研修
（看護職員コース）

10月 県内老人福祉施設の看護職員

在宅福祉担当職員研修
（デイサービス・ホームヘルパー
現任者）

10月～ 11月
各専門職の職務遂行に必要な専門的知識等を
学ぶ。

県内の社会福祉法人が運営する老人福祉施設、
市町村社会福祉協議会の通所介護事業所職員及
び訪問介護事業所のホームヘルパー

社会福祉施設役職員研修
（給食担当職員コース）

10月中旬
各専門職の職務遂行に必要な専門的知識等を
学ぶ。

県内社会福祉法人が運営する老人福祉施設の栄
養士・調理員

身体拘束廃止看護職員研修
（３日間）

10月下旬～11月下旬
身体拘束廃止に関する必要な専門的知識と技
術を学ぶ

介護保険施設及び介護付有料老人ホームの看護
職員で、身体拘束廃止の取組を施設内で指導的
立場から推進することができる職員
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岡
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。

　

平
成
22
年
６
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の

６
日
間
、
筑
陽
会
が
、
江
蘇
省
障
害
者
連

合
会
か
ら
訪
日
視
察
を
受
け
、
胡
乃
亮
団

長
を
は
じ
め
と
す
る
14
名
の
訪
問
団
が
来

日
し
ま
し
た
。

　

６
月
９
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江
蘇
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害
者
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合
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岡
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県
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涯
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や
福
祉
用
具
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示
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を
見
学
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ま
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た
。

　

そ
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後
、
江
蘇
省
障
害
者
連
合
会
と
社

会
福
祉
法
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陽
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福
岡
県
社
協
を

含
む
19
名
は
福
岡
県
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を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

表
敬
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問
で
は
、
海
老
井
悦
子
副
知
事

が
、「
今
回
の
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問
を
機
会
に
日
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の
地
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の
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祉
・
文
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ら
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に
触
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て
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解
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め
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け
れ
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と
思
い
ま
す
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の
言
葉
を
送
り
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５
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ロ
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ー
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ラ
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で
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行
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、
仲
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同
社
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業
本
部
長
取
締
役
か
ら
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臣

福
岡
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協
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務
理
事
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目
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さ
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、
本
会
か
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感
謝
状
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。
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社
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金
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齢
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気
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株
式
会
社
ハ
ロ
ー
デ
イ
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ハローデイ株式会社仲村浩一営業本部長 取締役（左）
福岡県社協隈本英臣常務理事（右）

江
蘇
省
障
害
者
連
合
会
表
敬
訪
問

江
蘇
省
か
ら
訪
問
団
14
名
が
来
日
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、
11
月
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）
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、
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は
、

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。（
定
員
１
０
０
名
）

　

○
参
加
者
募
集

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

　

○
練
習
会
場

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

※
月
２
〜
３
回
の
練
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
契

機
と
し
て
合
唱
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
合
唱
未
経
験
の
方
で
も

大
歓
迎
で
す
。

６月２６日に開催された発会式

　
「
第
10
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
」
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し

て
開
催
さ
れ
る｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
絵｣

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
夏
休

み
の
自
由
課
題
と
し
て
い
る
小
学
校
も
あ

り
、
年
々
定
着
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
内

の
小
学
生
を
対
象
に
、
祖
父
母
や
曾
祖
父

母
、
あ
る
い
は
、
大
好
き
な
お
年
寄
り
の

元
気
な
姿
や
、
一
緒
に
遊
ん
だ
思
い
出
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
過
去

の
出
来
事
や
記
憶
に
基
づ
く
も
の
で
も
構

い
ま
せ
ん
）

【
応
募
方
法
】

　

各
小
学
校
ご
と
に
取
り
ま
と
め
の
う

え
、
応
募
作
品
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】
※
消
印
有
効

平
成
22
年
７
月
21
日
（
水
）
〜

平
成
22
年
９
月
17
日
（
金
）

【
展
示
期
間
】

平
成
22
年
11
月
13
日
（
土
）
〜

 

平
成
22
年
11
月
14
日
（
日
）

※
優
秀
作
品
の
ほ
か
、
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

【
展
示
会
場
】

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

大
好
き
な
お
じ
い
ち
�
ん

お
ば
あ
ち
�
ん
を
描
こ
う
！

〈昨年の最優秀作品１年生の部〉

「はたけをたがやすおじいちゃん」
行橋市立泉小学校　星加修吾くん



【
問
合
せ
先
】

　

福
祉
人
材
・
情
報
部　

人
材
・
情
報
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
３
０

【
問
合
せ
先
】

　

福
祉
施
設
部　

施
設
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７
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第
58
回
九
州
児
童
福
祉
施
設
職
員
研
究
大
会

児
童
養
護
施
設
に

納
豆
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

「
支
え
る　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
」

〜
と
も
に
哀
し
み
、
と
も
に
怒
り
、
と
も
に
喜
び
、
と
も
に
生
き
る
〜

　

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
、
九
社

連
児
童
養
護
施
設
協
議
会
、
福
岡
県
児
童

養
護
施
設
協
議
会
、
福
岡
県
社
協
で
は
、

６
月
14
日
か
ら
の
３
日
間
、
北
九
州
市
の

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
で
九
州
児

童
福
祉
施
設
職
員
研
究
大
会
を
開
催
し
、

九
州
各
県
の
児
童
福
祉
施
設
職
員
並
び
に

関
係
者
３
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
福
岡
県　

福
祉
労
働
部

西
田
有
明
次
長
が
、
麻
生
渡
福
岡
県
知
事

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、「
児
童
福
祉

施
設
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達
の
心
の
ケ

ア
、
家
族
に
対
す
る
助
言
指
導
な
ど
昼
夜

を
問
わ
ず
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
本
大
会
の
研
究
・
研
鑽

を
通
じ
て
よ
り
き
め
細
や
か
な
ケ
ア
や
専

門
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
激
励
と
感
謝
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
に
よ
る
中
央
情
勢
説
明
や
、
内
田

産
婦
人
科
医
院 

助
産
師
の
内
田
美
智
子
氏

に
よ
る
基
調
講
演
、
５
つ
の
研
究
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
部
会
や
元
プ
ロ
野
球
選
手

若
菜
嘉
晴
氏
の
記
念
講
演
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

九社連児童養護施
設協議会井上会長

九社連会長表彰代表授与

福岡県児童養護施
設協議会西田会長

福岡県福祉労働部
西田次長 北九州市　柴田部長

内田産婦人科医院
内田助産師

厚労省雇用均等・児童
家庭局　宮腰課長補佐

九
州
納
豆
組
合
様
か
ら
納
豆
の
寄
贈

　

九
州
納
豆
組
合
は
、
７
月
10
日
の
納
豆
の

日
に
ち
な
み
、
平
成
５
年
か
ら
毎
年
児
童
福

祉
施
設
に
納
豆
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

18
回
目
と
な
る
今
年
は
、
７
月
９
日
に
、

春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
株
式
会
社
丸
美
屋　

新

事
業
開
拓
室　

藤
本
日
出
人
室
長
か
ら
、

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
夏
バ
テ
防
止

の
た
め
に
味
わ
っ
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
マ
ル
キ
ン
食

品
株
式
会
社　

元
島
和
彦
執
行
役
員
営
業

本
部
長
か
ら
、
福
岡
県
内
の
児
童
福
祉
施

設
を
代
表
し
て
出
席
し
た
双
葉
学
園
の
子

ど
も
達
に
納
豆
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
社
協
副
会
長
で
あ
り
、
福
岡
県

児
童
養
護
施
設
協
議
会
の
西
田
稔
夫
会
長

は
、「
今
年
も
納
豆
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
納
豆
は
施
設
の
子
ど

も
達
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
全
国
24
地
域
の
納
豆

組
合
が
、
夏
の
体
力
回
復
と
納
豆
の
普

及
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
、

４
，
８
３
０
個
の
納
豆
が
福
岡
県
内
84
か

所
の
児
童
福
祉
施
設
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

福岡県社協副会長・福岡県児童養護
施設協議会　西田会長

㈱丸美屋新事業開拓室
藤本室長

マルキン食品㈱元島執行役員営業本部長から納豆を贈呈。
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Q
息
子
が
通
帳
を
預
か
り
、
生
活
必
需
品
も
買
え
な
い
。　

　

87
歳
に
な
る
友
人
に
、
同
居
し
て
い
る
息
子
さ
ん
に
通
帳
を
預
か
ら
れ
、
日
用
品
も
買
え
な
い

と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

A 自分らしく安心して暮らせるように

　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
虐
待
防
止

法
は
、
身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

放
任
行
為
、
性
的
虐
待
の
ほ
か
、
経
済

的
虐
待
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
年
金
が
入
る
通

帳
や
貯
蓄
の
通
帳
は
高
齢
者
の
自
立
し

た
生
活
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
と
て

も
大
事
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
息
子
さ
ん
と
の

別
居
や
通
帳
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が

期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
、
早
め
に
、

自
治
体
の
福
祉
窓
口
（
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
な
ど
）
に
相
談
を
し
て
虐
待
対
応

を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

上
で
、
金
融
機
関
の
口
座
を
変
更
す
る

こ
と
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
、
弁
護
士
へ
の

財
産
管
理
委
託
契
約
等
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

相談あれこれ
　このページは、Ｑ&Ａ形式で、法律に関わる、高齢者の生活問題について取り上げ、それ
に対する対応策や制度について紹介します。

高
齢
者
の
経
済
的
虐
待
に
つ
い
て

　

高
齢
者
に
な
る
と
認
知
症
に
な
っ
た
り
し
て
、
自

分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
財
産
を

管
理
す
る
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
と
き
、民
法
は
能
力
の
低
下
の
程
度
に
従
っ

て
本
人
を
支
援
す
る
、
補
助
、
保
佐
、
後
見
の
３
類

型
を
定
め
ま
し
た
。

　

後
見
人
は
本
人
の
身
上
監
護
と
財
産
管
理
を
行
う

の
が
主
な
業
務
で
す
。
高
齢
者
虐
待
の
場
合
に
も
成

年
後
見
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

息
子
さ
ん
の
虐
待
が
著
し
い
場
合
に
は
、
高
齢
者

虐
待
防
止
法
や
、
老
人
福
祉
法
等
を
利
用
し
て
分
離

を
試
み
る
一
方
で
、
後
見
申
立
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

本
人
や
４
親
等
内
の
親
族
に
よ
る
申
立
が
で
き
ま
す

が
、
申
立
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
、
市
町
村
長

申
立
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
、
成
年
後
見
制
度
は
身
体
障
害
を
除
く
障
害

者
に
も
適
用
あ
る
制
度
で
す
。

　法律相談
【問合せ先】福岡県社協　福祉振興部　相談課
　　　　　　相 談 日　毎週水曜日
　　　　　　相談時間　１３：００～１６：００（予約制）
　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ　０９２－５８４－３３４４

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て



【
問
合
せ
先
】

　

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
５
８
４
）
１
４
０
１

お知らせ

18

高
齢
者
サ
�
ク
ル
紹
介

脳
を
鍛
え
て
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
!!

�
緑
ケ
浜
区
さ
く
ら
会
�

　

今
回
は
、
新
宮
町
で
活
動
し
て
い
る
勉

強
サ
ー
ク
ル
「
緑
ケ
浜
区
さ
く
ら
会
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

緑
ケ
浜
区
さ
く
ら
会
は
、
平
成
20
年
３

月
に
、
長
年
教
育
に
携
わ
れ
て
き
た
後
藤

信
子
さ
ん
（
88
歳
）
を
中
心
に
発
足
し
た

サ
ー
ク
ル
で
、「
ず
る
ず
る
と
年
を
重
ね

る
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
年
を
重
ね

て
い
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

60
歳
代
〜
80
歳
代
の
女
性
９
名
の
メ
ン

バ
ー
が
、
緑
ケ
浜
区
公
民
館
で
、
毎
月
第

１
・
第
３
金
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
50
回
目
の
節
目

の
会
で
し
た
。

　

緑
ケ
浜
区
さ
く
ら
会
で
は
、
毎
回
後
藤

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
文
章
や
数
字
を
音

読
す
る
秒
数
を
測
っ
た
り
、
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
ど
れ
だ
け
漢
字
の
書
き
取
り
が

で
き
る
か
、
単
語
を
暗
記
で
き
る
か
な
ど
、

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
「
始
め
た
こ
ろ

は
、
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
音
読
で
き
な

か
っ
た
り
、
暗
記
で
き
る
単
語
の
数
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
今
は
低
下
し
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
後
藤
先
生
に
お
だ
て

ら
れ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
く
刺
激
し

合
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。」
と
話

し
ま
す
。

　

後
藤
さ
ん
は
、「
こ
の
会
を
始
め
る
時
、

『
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
会
に
し
よ
う
』『
今

日
も
楽
し
か
っ
た
、
こ
の
次
も
楽
し
く
や

り
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
集
ま
り
に
し
た
い

と
願
い
、
私
自
身
も
も
う
一
度
勉
強
し
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

や
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
増
し
て
き
て
、
予

習
を
し
て
き
た
り
、
お
風
呂
で
数
を
数
え

る
練
習
を
し
た
り
、
新
聞
で
分
か
ら
な
い

単
語
が
あ
れ
ば
調
べ
た
り
と
い
う
習
慣
が

つ
い
て
き
ま
し
た
。

　

能
力
を
維
持
す
る
に
は
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

一
人
で
は
続
か
な
い
こ
と
も
、
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
く
す
れ
ば
続
き
ま
す
。
時
に

仲
間
に
は
自
分
で
は
出
せ
な
い
力
を
引
き

出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

集中して真剣に考えます

答え合わせは楽しく！

緑ケ浜区さくら会のみなさん



お知らせ
掲 示 板
＊７月から１０月の行事予定について紹介します。

平
成
22
年
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
に
つ
い
て

試
験
日
時　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら

試
験
会
場　

福
岡
大
学
（
福
岡
市
城
南
区
）・

福
岡
教
育
大
学
（
宗
像
市
）・
九
州
女
子
大

学
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

受
験
申
込
受
付
期
間　

平
成
22
年
７
月
１
日
（
木
）
か
ら
７
月
31

日
（
土
）（
最
終
日
消
印
有
効
）

受
験
申
込
要
領
配
布
期
間　

平
成
22
年
６
月
25
日
（
金
）
か
ら
７
月
30
日

（
金
）
ま
で

受
験
申
込
要
領
配
布
場
所　

県
庁
介
護
保
険
課
（
北
棟
２
階
）、
県
の
保

健
福
祉
（
環
境
）
事
務
所
、
北
九
州
市
各

区
役
所
（
保
健
福
祉
課
介
護
保
健
係
）
及

び
出
張
所
、
福
岡
市
各
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
・
介
護
保
健
課
）
及
び
区
出

張
所
、大
牟
田
市
役
所
（
長
寿
社
会
推
進
課
）

ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階
文
化
観
光
情
報
ひ
ろ

ば
、
福
岡
市
役
所
１
階
福
岡
市
情
報
プ
ラ

ザ※
こ
れ
ら
の
場
所
で
受
領
す
る
こ
と
が
困

難
で
、
郵
便
に
よ
る
送
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
宛
先
及
び
連
絡
先
を
明
記
し
、
か

つ
２
４
０
円
の
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た
封
書
（
表

に
「
試
験
申
込
要
領
及
び
願
書
の
郵
送
希

望
」
と
朱
書
き
）
を
福
岡
県
介
護
保
険
課

宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宛
先
）
〶
８
１
２-

８
５
７
７

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７-

７　

福
岡
県
介

護
保
険
課

合
格
発
表　

平
成
22
年
12
月
10
日
（
金
）

受
験
資
格　

保
健
・
福
祉
・
医
療
分
野
で

通
算
５
年
か
つ
９
０
０
日
以
上
（
業
務
に

よ
っ
て
は
10
年
か
つ
１
，
８
０
０
日
以
上
）

の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
。

申
込
方
法　

受
験
申
込
要
領
に
添
え
ら
れ

て
い
る
申
込
用
封
筒
を
用
い
、
郵
便
（
簡

易
書
留
）
で
提
出
す
る
こ
と
（
郵
送
の
み

の
受
付
）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部　

介
護
保
険
課

指
定
育
成
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
６
４
３
）
３
３
２
２

週
刊
「
福
祉
新
聞
」
創
刊
２
５
０
０
号
記
念  

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
に
つ
い
て

目　
　

的　

　

福
祉
新
聞
で
は
、
創
刊
２
５
０
０
号
を

記
念
し
て
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

施
設
の
利
用
者
・
職
員
の
笑
顔
、
地
域
で

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
に
あ
る

「
楽
し
い
ひ
と
と
き
」
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

テ 

ー 

マ　
「
楽
し
い
ひ
と
と
き
」

応
募
規
定　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

１
人
に
つ
き
１
点
、
未
発
表
の
作
品
に
限

り
ま
す
。
原
則
は
カ
ラ
ー
写
真
（
モ
ノ
ク

ロ
写
真
で
も
受
け
付
け
ま
す
。）
と
し
、
プ

リ
ン
ト
写
真
の
サ
イ
ズ
は
Ｌ
版
以
上
、
デ

ジ
タ
ル
写
真
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
で
保
存
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

郵
送
の
場
合 

は
、
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

写
真
を
添
え
て
、
問
い
合
せ
先
の
住
所
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
の
場
合 
は
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
、

必
要
事
項
【
撮
影
年
月
、
撮
影
場
所
、
写

真
の
内
容
（
１
０
０
字
以
内
）。
氏
名
、（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、職
業
、住
所
、電
話
番
号
】

お
知
ら
せ
し
ま
す

を
記
入
し
、
問
い
合
せ
先
の
ア
ド
レ
ス
ま

で
写
真
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

賞　

 

最
優
秀
賞 

１
点 

賞
金
10
万
円
、
賞
状

副
賞 （
福
祉
新
聞
セ
レ
ク
ト
美
味
セ
ッ
ト
）

 

優 

秀 

賞 

数
点 

副
賞
（
福
祉
新
聞
セ
レ
ク

ト
美
味
セ
ッ
ト
）

締
め
切
り　

８
月
31
日
（
火
）
当
日
消
印

有
効

審
査
・
発
表

　

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
上
、
選
定

し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
10
月
11
日
号
の
福

祉
新
聞
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。
入
賞
者
に
は
別
途
通
知
い
た
し

ま
す
。

応
募
上
の
注
意
点

　

入
賞
作
品
は
福
祉
新
聞
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
被
写
体
に

は
必
ず
承
諾
を
得
て
か
ら
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
写
真
の
著
作
権
は
㈱
福
祉
新
聞
社

に
帰
属
し
ま
す
。
な
お
、
写
真
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。
審
査
内
容
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。
写
真
お

よ
び
応
募
に
お
け
る
個
人
情
報
は
、
本
コ

ン
テ
ス
ト
に
か
か
る
通
知
等
以
外
の
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
せ
先

㈱
福
祉
新
聞
社　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

〶
１
０
５-

０
０
０
１ 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門 

１-

16-

17
虎
ノ
門
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
（
３
５
８
１
）
０
４
３
１

メ
ー
ルphoto@

fukushishim
bun.co.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://w

w
w
. fukushishim

bun.co.jp
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募
集
し
ま
す
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